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1. 若年層におけ る色彩嗜好は，将 来どのようになる

か， というこ とについて，第１ 報におい て，一定 の色彩

圏内 におげ る嗜好 の移動 に対して マルコフ過程を適 用し

たが，嗜好 の移動 要因となる心理的 条件につい てはふれ

なかった。

今 回は成分分析 の結果 からえ た情報に基づい て， 心理

的 な接近を 試みた。

2. 調 査の方法 は短大家 政科女 子学生(18 ～21歳)150

名を対 象に， 日本 色彩研究所作成の150 色を用い， 質問

紙法 によりパネル調 査をお こなった。 内容はこれから購

入し ようとする服の色彩 を一 色だけ 選ぶ。色彩 の観 察は

JISZ8723 に従った。時期は'66 年10 月と翌年10 月

であ る。
3. 色彩嗜好 推移確率 行列から年 次変化をみると，主

対角 線上にあ るイエロ ー， ピンク圏の定 着率が高い。 次

に成分分析 によりA,    B,   C,   D 別 に分類すると，対 角

線上 の値の大小 によりロ イヤルテ ィがA,    B,   C,   D の

順に弱 くなる。 さらに各グループ の関連度について は，

Ａ とＢとが最も高い。 そしてＤ はＡ に移行する傾向 が強

いことを知 った。


